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 表出主義とは本来「べき」や「よい」などの規範語についてのメタ倫理学的立場であ

るが、近年、規範語以外のさまざまな言語表現に応用が試みられており、とりわけ認識

様相の表出主義――「……かもしれない（might）」という認識様相文の意味は心的状態

の表出の観点からこそうまく説明されるとする立場――は説得力のある理論として知

られる。本発表の目的は、認識様相の表出主義の議論で得られた知見を元のメタ倫理学

的表出主義へとフィードバックすることで、メタ倫理学的表出主義をより精緻なものへ

と改善し、フレーゲ゠ギーチ問題への応答を試みることにある。 
 フレーゲ゠ギーチ問題とは、表出主義では意味の合成性をうまく説明できないという

問題であり、表出主義の最大の足枷として知られる難問である。ギバードは可能世界意

味論を応用した独自の形式意味論を考案し、この難問に対する説得的な解決策を提出し

た（Gibbard 2003）。しかし、この解決策には欠点が指摘されている（Schroeder 2008）。
私の考えでは、この指摘はギバードの形式意味論に対する決定的な反論とまでは言えな

いものの強力な反論の一つにはなっている。 
 以上のことを背景として、本発表ではまず、認識様相の表出主義（Yalcin 2007, 2012; 
Charlow 2015）がもし正しいとすると、ギバードの形式意味論に対するもう一つの反

論が得られると指摘する。 
 次いで本発表では、ギバードの形式意味論に代わる新たな表出主義的形式意味論はど

のようなものでありうるかを、やはり認識様相の表出主義を手がかりに構想する。ヤル

シンとチャーロウは両者とも、認識様相と義務様相に対する表出主義的な形式意味論を

提示している。だがヤルシンの意味論はその枠組みとして真理条件意味論を採用してい

るために、メタ倫理学的表出主義の基本思想とは相容れないように思われる。チャーロ

ウの意味論は更新意味論（Veltman 1996）を利用するため非記述主義的な形式意味論

にはなっているものの、果たして「表出主義」の名に値するかは疑わしい。 
 以上の考察を踏まえて本発表では、Lin (2015)や Hawke & Steinert-Threlkeld (2020)
が提案する受容可能条件意味論（acceptability conditional semantics）が表出主義の形

式意味論として適当であると主張する。ただしこれら先行研究では、この意味論で扱わ

れるのは認識様相のみである（義務様相に対するわずかな言及はあるものの、十全に取

り上げられてはいない）。そこで本発表では、義務様相を扱うための受容可能条件意味

論の拡張の方法を具体的に示すとともに、否定・選言・条件法のうちに埋め込まれた規

範文（すなわち、義務論理の論理式で書くならば、¬OA、OA∨OB、OA→OB などの

文）の発話によっていかなる心的状態が表出されることになるかを明らかにして、フレ

ーゲ゠ギーチ問題への解答とする。 
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